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≪遊びの充実研究プロジェクト≫ 
 

 
静岡県私立幼稚園振興協会では、研修事業の中に調査研究事業として研修プ

ロジェクトがあります。そのうちの一つが私たちのしております「遊びの充実

研究プロジェクト」です。 
 私たちは、平成２４年度、２５年度にわたり「遊びの充実研究プロジェクト」

のメンバー５名で研究を進めてきました。 
 メンバーは、焼津市 焼津幼稚園 相田早苗先生、浜松市 駅南幼稚園 朝

元百先生、静岡市 静岡豊田幼稚園 大村大輔先生、袋井市 山名幼稚園 河

野みゆき先生 静岡市 大里東幼稚園 望月雅世の５名です。 
 それぞれ規模も地域も違う園です。園児数を見ても、平成２５年度の焼津幼

稚園の園児数は１７５名、駅南幼稚園は２０１名、静岡豊田幼稚園は１６８名、

山名幼稚園は１５０名、大里東幼稚園は１４２名と違いがあります。 
 
  

 
≪はじめに≫ 
 
私たちの進めている「遊びの充実研究プロジェクト」の定義は、「幼稚園の質

の向上を図るためには、幼児の生活そのものである遊びの充実が不可欠である。

そこで、幼児の遊びを充実させるための環境構成や援助、遊びの中で幼児の学

びなどについて研究する」であります。 
 
 この「遊び充実研究プロジェクト」の前の平成２２年度、２３年度には“遊

び再発見プロジェクト”として、遊びがなぜ大切なのか、遊びの中で子どもた

ちが育んでいることは何なのかを４名のプロジェクトメンバーで考え、２年に

わたり研究を進めてきました。その中で、私たちは遊びの中で子どもたちがど

ういう育ちをしてきたのかを見取り、これからどう育っていくのかを見通し、

丁寧に育ちを追っていかなくてはならないことを強く思いました。それととも

に、教師がどんな子どもに育ってほしいかという願いを持って保育を実践し、

振り返りを行っていくことの大切さも感じました。研究の方法は色々あったか

と思いますが、遊び再発見プロジェクトでは「遊びを見る目を持つために」記

録と教育要領を照らし合わせて見ていくことや、「育ちを深い目で追うために」

振り返りを大切にするという切り口で、様々な事例を取り、遊びとはどういう

ものなのかを考えてきました。その中で強く感じたことは、楽しそうと心を奮

わせ、“やってみたい”という子どもの思いをどれだけ膨らめていけるかが大切
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ということでした。それこそが、子どもたちの育ち合いの場を作り上げる根本

になっていくのではないかと思いました。一人で遊ぶ楽しさを味わうことから、

友達とともに楽しさを共有していくまでに思いを膨らめていく。その過程には

困難な壁にぶつかることもあるでしょう。しかし、自分の思いや友達と共有し

た思いを実現していくためには、乗り越えていかなければなりません。その活

力は一人一人の持っている“やってみたい”という強い思いです。子どもが目

的意識を持ってやっている“やってみたい”はもちろんのこと、目的意識を持

っていない、なんとなく面白そうだとか対象に気持ちが向いていく様だとかも

“やってみたい”という言葉で私たちは表現しています。それらを大事にした

遊びには、知識だけを詰め込む遊びや運動の能力を向上させていく遊びにはな

い質の高さがあると感じました。 
 私たちは、遊びを再発見していく過程で子どもが夢中になって遊び、自分の

思いをどんどん実現していこうとする姿を見てきました。その影には、教師の

あたたかな眼差しやその子を理解しようとする大きな努力があったことも事実

です。 
 このように平成２２年度、２３年度と研究を進めてきましたが、子どもの“や

ってみたい”という強い思いに着目はしたものの、それらを遊びの充実につな

げて話し合うまでには至りませんでした。子どもの“やってみたい”という思

いは、どこにでもあるものでも、いつでも生まれてくるものでもなく、やはり

遊びの質が非常にかかわってくると思うのです。実現したいという思いが“や

ってみたい”の中にあり、この“やってみたい”が生まれるためにも、遊びの

質を考えなくてはなりません。子どもがまだ目的意識を持っていないような“や

ってみたい”という気持ちをも大切にし、遊びの充実を見つめ、平成２４年度、

２５年度の「遊びの充実研究プロジェクト」では、“遊びの充実とはどういうこ

とか”を中心に考え、事例をとり研究をしています。神長美津子先生にも私ど

もの話し合いに加わっていただきました。 
 
 
 
１．遊びの充実とは 
 
 “遊びの充実”という言葉を私たちはよく使います。しかし、この充実とは

いったい何を指しているのでしょうか。充実の受け止め方は人それぞれである

ように思われます。そのそれぞれの受け止めを言葉にして表すことは難しく、

私たちはまず、平成 22 年度からの各園の実践事例を持ち寄り話し合いをするこ

とから始めました。事例の中には、一人の子どもが遊びの中でどう変化してい

くのかを見取ったものもありました。友達同士の中から生まれてくる集団の中
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での充実、その過程を見ている事例もありました。困難の中から生まれてくる

事例もありました。そのどれもが“遊びの充実”という言葉でくくることがで

きるのではないかと考えました。全ての事例には、それぞれの教師の価値や保

育観が働いています。それらは、園として各園が大事にしていることであった

り、教師自身が保育の中で大切にしていることであったりするものだと思いま

す。 
 
 「遊び再発見プロジェクト」と「遊びの充実研究プロジェクト」で報告され

た事例をそれぞれの園に持ち帰り、もう一度読み直すことにしました。丁寧に

読み、事例の中で“満ち足りている”“自己充実を味わっている”と思われた子

どもの姿にアンダーラインを引きました。これは充実しているところを見つけ

るための作業となりました。そして、その姿を端的でわかりやすい言葉に置き

換えてみました。それらの言葉をポストイットに書き、プロジェクトメンバー

で持ち寄りました。ポストイットを模造紙に貼っていくと「遊びが充実すると

はこういうことだよね」という共通のポイントが導き出されたように思えまし

た。事例の中から拾ったものなのでもちろん足りないものや偏りは数多くある

かと思われます。挙がってきたものを示したのが①の表です。 
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・
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 「満ち足りている」という中央のキーワードを中心に、「この言葉がここなら

ば、これはこのあたりかなぁ」と 5 人で考えながらポストイットを１枚１枚貼

っていきました。はっきりしたイメージは持てなかったものの、貼り終わって

模造紙を眺めると、何か見えてくるものがありました。 
 
 ②の表を見るとわかるように、どれもが充実であります。ただ角度を変えて

見ると色々なことが見えてきたように思えました。中央あたりには、満ち足り

ているとはまったりとしているものではなくて子どもの心の中が動いている、

たとえば繰り返すだとか試したいだとかという動きがあるものがたくさん入っ

ています。子どもたちの心の表現というところに焦点を当てて見ると、個々の

心の揺れ動き、協同としての揺れ動き、心の葛藤等がたくさん入っています。 
 その背景には、上段に示されているゆったり流れている時間的な環境、そし

て子どもの世界を広げる新しさ（遊びのきっかけ）があるように思われました。 
下段を見ると、子どもの内面をよく見ているものが多く並んでいます。存在

感だとか居場所だとか心の問題や教師ならではというような継続して子どもを

見ている目を感じることができます。内面に立ち入って見たらといった感じで

しょうか。子どもたちが経験し学んでいるものが入っているようにも思えます。 
 
 これらを見て、子どもたちの満ち足りているという中には、自然にこれらの

学びの姿が見えてくるのではないかと思いました。それとともに、だからこそ

教師のかかわりは多様になってくるのだということがわかるような気がしまし

た。 
 
 
 
 
 「遊びの充実とは」を考え①や②の表の中で共通の思いが感じられた私たち

は「遊びの充実」を図にして表せないかと考えました。③の図です。この図は

一人の子どもを表しています。子どもはまず興味や関心を持ちます。矢印左の

丸です。もちろんここに充実があると考えています。その興味や関心が見たり

試したりすることで右に進み、面白い 楽しい 不思議 感動等に変化します。こ

こにも充実はあると考えます。 
 これらの感情はまた右に進み、発見 夢中 探求 挫折 挑戦で大きく膨らみま

す。それらが繰り返されたりいったりきたりして矢印の右端の達成感や自己実

現の喜びに至る、これが遊びの充実と考えました。子どもの矢印には常に教師

の役割（援助）がその子に合ったタイミングで入ってきます。矢印下の先生と

記した部分です。矢印の上のハートは学びを表しました。興味や関心のところ
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には、その子の世界が広がる瞬間というものがあります。次の面白い、楽しい、

その次の発見、挫折を行ったり来たりし混沌とした中を抜け出てきたときに、

仕組みに気づく、知的な関心への広がり、人間関係を調整していく仕方、感情

の読み取り等という経験があり、何か一つを達成して自己充実感へと進むので

はと思われます。学びはこの混沌とした状況を抜け出た時にあるのではないで

しょうか。自己充実感を味わい、満ち足りた表情になっている子どもたちのも

とには必ず学びがあるのだと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

悩んだのは「協同」でした。これをどこにどのように入れてよいのかを悩み

ました。矢印の中に同じようなくくりで入れてもよいものか、３歳児・４歳児・

５歳児の発達を考えると同じようなくくりでは入れることができませんでした。

そこで矢印のまわりに協同を加えてみることにしました。矢印のおもしろい、

楽しい、発見、挫折等と重なり合いながら協同があることで、矢印が太くなる

こともあるのではと考えました。協同に支えられて子どもたちの自己充実感が

大きくなるのだと思います。 
 

 「木の根から幹へ」「横軸縦軸の表で」「螺旋状にふくらんでいくイメージで」

興味

関心

おもしろい

楽しい 

不思議 

感動 

発見 挫折 

夢中 探求 

挑戦 

達成感 

自己実現の喜び 子 

先生 
教師の 

役割 

時間 

空間 

環境 

人 

もの 

学び 学び 学び
共同

共同

学び

≪遊びの充実≫ 
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等、色々な方法で“遊びの充実”の図式化を図りました。遊びの充実の図式な

ど、今まで見たこともないので随分考えましたが、お互いに考えを伝え合い、

遊びを図式にしていく過程の中で、メンバーそれぞれが遊びをどう考えている

のかを知ったり、更に思いを共通にしたり出来たように感じました。それこそ

私たちメンバーに充実感が残りました。 
 
 
 
 

３歳児の事例の中には素朴だけれど自己充実をしているというものもありま

した。４歳児、５歳児の中には、繰り返し遊んでいるから自己充実かと思って

いたが考えさせられるといった事例もありました。 
 
「バスごっこ」                       ３歳児 ５月～９月 
 
 親子遠足の翌日、クラスの活動でそれぞれリュックを作った。リュックが出来上がると

椅子を並べ、バスごっこが始まった。「今から蓮花寺池公園にいきまーす」「右に曲がりま

ーす」「もうすぐでこぼこ道に入りまーす」と子どもたちはなりきって遊んでいた。バスの

中で流した音楽を流すと、体を揺らす子もいた。ハンドルを握ったり、曲がるときには体

を傾けたりしていた。私も一緒に椅子に座り、ハンドルを握り楽しんだ。Ｋは運転手をや

りたくて、「Ｋちゃんも運転手やりたい」と伝えたが代わってもらえず泣いてしまった。運

転手をしていたＳの気持ちも大切にしながら「蓮花寺池公園に着いたら、帰り道はＫ君に

運転手になってもらっていい?」と話すと、Ｓは納得してくれた。バスには水筒を持って乗

る子やお弁当を作って乗る子がいた。帰りの運転手になったＫは嬉しそうにハンドルを握

っていた。 
 数日経つと子どもたちは道を作るようになった。広告紙を丸めて遮断機を作ったり、信

号機を作ったりもし、遊びの中に取り入れていた。上手に広告紙を丸められず困っている

子には、教師が一緒にやっていった。信号機を持っている子が「赤です」「青です」と言う

と道路にいる子は止まったり歩いたりして楽しんでいた。そのうちに電車ごっこになった。

Ｒはずっと入りたそうに見ていた。「Ｒちゃんも一緒に遊びたいみたいだよ」と声を掛ける

と、子どもたちは快く「いいよ!」と遊びの中にＲを入れてくれた。Ｒは友達が遊んでいる

のをよく見ていたので真似をして「カーン」と言って遮断機の役割をしていた。ＳやＯは

Ｒが「カーン」とやってくれるのが嬉しく、Ｒがいないと「ねえ、カーンは？Ｒちゃんや

って！」と言ってＲがするのを待っていた。 
 ６月になりまたバスごっこが始まった。子どもたちは椅子を並べぬいぐるみを一緒に乗

せたり、本を乗せたりして楽しんでいた。毎日行き先が変わり、誰かが「今日は動物園に

行くよー」「みんな乗ってくださーい」と言うと、子どもたちが乗車する。囲いが狭くて椅
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子が入らないこともでてきた。すると、さっと囲いを広げてもいた。９月になり、運動会

が近付いてくると、行き先に高松公園が加わった。運動会をする場所だ。「降りたら踊って

もいいですよ」と遊戯「おしりフリフリ」を踊る子もいた。加わる人数も増えてきた。 
 
 この遊びはリュックを作ったことから始まった。バスに乗っている子は曲がるときには

体を傾けその気になっている。うたも友達とうたっていて、楽しさを共有していた。多動

なＲも受け入れて自然に遊んでいた。彼が遊びの中で役割を担うこともできていた。きっ

と受け入れられていることを感じてくれたことだろう。 
 子どもたちの遊びは毎日少しずつ変わっていくが、どこかでつながっている。経験した

ことを取り入れていく姿を見て、子どもってすごいなと思った。 
 
３歳児           絵の具遊び               ６月第３週 
 
共同絵の具を使って遊ぶ経験は２回目。前回は、１色で筆を使って面を描いて遊んだが、

今回は２色（青・黄色）で自由に描く遊びとした。大きな長い紙を用意し、２色の絵の具

と筆、ローラー、スポンジを準備しておき、初めは筆のみ、その後様子を見ながらローラ

ーやスポンジを出していくようにした。 
 

遊びの流れ 子どもの様子・心の動き 保育者のかかわり 
・筆を使って、広

いスペースで

自由に線を描

くことを楽し

んでいる 
 
 
 
・紙に書くのでは

なく、いきなり

自分の手のひ

らを絵の具で

塗っている 
・大きな紙を前に

しても、自分の

座っている前

のところだけ

で描いている 

大きな紙に興味がわき、すぐに筆を

使って力強く線を描いていく。「色が

きれい！」と、線が引かれていく様

を気持ちよく感じている様子。絵の

具が手についてしまうと「ぬるぬる

するー！」と、感触を楽しんでいる 
 
両手いっぱいに絵の具を塗って、隣

の子や保育者に「みてー！」と見せ

て満足そうな様子 
 
 
目の前にあるものに、取りあえず手

をだしやってみている、という様子 
 
 
 
色が混ざって変化している様子に気

絵の具という素材との出会いを

十分に楽しんでほしいという願

いから、遊びに対して制約をせ

ず、子どもの様子を尊重しなが

ら進める 
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ローラーに興味

を示し、使って遊

ぶ子がいる 
 
 
 
 
 
友達２～３人で、

場所を移動して

は、ローラーやぬ

たくりを次々と

楽しんでいる 
 
自分の手に付け

てスタンプ遊び

をしたり、手足を

思い切り使って

ぬたくり遊びを

楽しんでいる 
 
 
 

づく 
子１「あれ？緑がついてるよ！」保

育者「青と黄色しかなかったのにお

かしいね」 
子２「ここも、ここも緑になってる

よ」子３「メロンの色だー！」子４

「青と黄色が混ざったからだよ」な

ど、いろいろな声が聞かれる 
 
保育者の様子を見て、同じように線

を描き始める。「線路みたい」という

保育者の言葉に反応した子が、その

線の上を電車になって歩き始める。

足の裏についた絵の具の感触も喜び

「ぬるぬる！」「すべりそう！」「う

わ！こんな色になっちゃった！」と

大騒ぎ 
 
友達と顔を見合わせて「今度はあっ

ちへ行ってみよう！」と誘い合って

楽しんでいる。「おもしろいねぇ！」

「きもちいいいねぇ！」と、言葉や

笑顔を交わしあっている 
 
 
 
 
 
それまで、初めの場所を動かずなん

となく筆で描いていた子も、周りの

子の様子を興味深そうな表情で見て

いて、目で追ったり、その様子にに

っこりと笑ったりしている 
 

混色について、“気づかせよう”

“伝えよう”と保育者としてい

ろいろと口をはさむのではな

く、子どもの声を聞き共感する

ように努める 
 
 
 
 
 
途中でローラーを出し、保育者

自ら線を描いてみる。 
 
 
 
 
 
友達と一緒にやることの楽し

さ、喜びを味わっているようだ。

 
 
自分の思うように手足と絵の具

を使って、感触を楽しんでいる

様子が伝わってきた。 
 
 
まだ自分自身では十分に参加で

きないものの、友達の様子を近

くで見ることで同じような思い

を感じているようだ。気持ちの

上で友達と同じ遊びに参加して

いるようにも感じられた 

 
３歳児の１学期であるので、新しい素材との楽しく驚きのある出会いをさせたいと思い、

今回の遊びを設定した。汚れるから…といろいろな約束事（制約）を課すことをせず、自
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由にのびのびと遊ぶことができるよう配慮した。その結果、“絵の具の感触を肌で感じ楽し

む”ことや“色の美しさや変化を感じる” ことや“開放的な気分で新しい素材とかかわり

親しむ”様子がみられた。絵の具という素材にそれぞれが自分の思うままに向き合い、そ

の出会いを楽しむことができたひとときは、３歳児としての充実感があったのではないか。

一緒に楽しさを共有できる友達の存在も、より遊びの楽しさを引き出してくれていたよう

だ。 
 
  「 手つなぎ鬼 」                   ３歳児  １０月 

子どもの様子 教師の読み取り・かかわり 環境構成

・園庭で年中・年長が鬼ごっこをしているの

を見て、子どもたちも友達をタッチしたり、

追いかけたりするようになった。タッチをさ

れたら帽子を白にしていた。 
（初めてやる遊びだったので、興味を持ち

「やってみたい！」という子が多かった。） 
・保育者につかまらないよう逃げる。 
・「こっちにきたー」「逃げろー」と言いなが

ら楽しそうに逃げる。 
・タッチをされなくても帽子を白にし、友達

と手をつなぎ追いかけ始める。 
・他の遊びをしていた子も「いれて！」と入

ってくる。 
 
 
 
・次の日、子どもたちから「手つなぎおにや

ろ！」と誘いに来る。 
・「手つなぎおにやる人～？」と友達を誘っ

ている。 
・「おに やりた～い！」と言う子がいる。 
・全員がつかまると「もう一回やる！」と繰

り返し楽しむ。 
 

・子どもたちはタッチしたり、されたり

することを楽しんでいたので、保育者も

一緒に楽しむ。 
 
 
・「手つなぎおにやってみない？」と子ど

もたちに声を掛ける。 
・大まかにルールを子どもたちに伝える。

・初めは保育者が鬼をやる。 
・タッチした子と手をつなぎ追いかける。

・「待て～」「速すぎだよ～」等と言いな

がら追いかける。 
（友達をタッチすることがとても嬉しい

様子） 
・いくつか手をつないで追いかけるグル

ープができてしまうが、子どもたちが楽

しめていればと思い、そのまま一緒に楽

しむ。 
 
・保育者も仲間に入り一緒に誘っていく。

 
 
 
・「１０数えたら始めてね」と伝え、子ど

もたちと一緒に逃げる。 
・鬼になりたい子が増えてきたので、今

までとは違う子が鬼になれるよう声を掛

ける。 
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考 察 
 年中・年長が鬼ごっこをしているのを見て真似て遊んでいた。友達や先生を追いかけ

「タッチ！」と言ってつかまえたり、帽子を白にしたりするのが楽しいようだった。 
手つなぎおにをやろうと誘うと、とても興味を持った。１日やっただけで、次の日から

は「私、鬼やりたい！」と友達に伝えたり「先生！手つなぎおにやろ！」「○○くんも

やらない？」と誘ったりしていた。周りで遊んでいた子どもたちも、楽しんでいる様子

を見て「いれて！」と遊びに入ってきた。自分たちで遊びを進める楽しさというものを

子どもは味わえていたのではないか。友達と手をつないで追いかけたり、タッチしたり

するのが楽しいという他に、帽子を白にすることにも魅力を感じていた。年少のこの時

期はルールがあるようでなくてもいいのかもしれない。 
 
 
 

    3 歳児   うさぎ  組              １２～１ 月の事例 

それまでの子どもの様子や遊びの流れ 

2 学期半ばころから、友達と一緒に関わって遊ぶ様子が活発になってきた。保育室内では、

ままごとを楽しむ子が多い。ダンボールで作ったつい立てを家や店に見立てたり、ダンボ

ールで作った電車を、お風呂やベットにしたりして、その時でイメージをして遊びを広げ

楽しむ様子がみられた。それぞれの思いが強く、同じ遊びが続かないこともあるが、一緒

に遊び楽しさを味わえるようになってきている。 

その中で、夢中になって遊んでいるのが『お店屋さんごっこ』と『レストランごっこ』で

ある。 

 

遊びの流れ 子どもの様子・つぶやき・心の動き 保育者の読み取り・関わり

 
 
○ 昼食後、保育室内にあるお

もちゃを使い、友達と一緒

に遊び始める。 

○ ダンボールのつい立てを

並べていく。 

○ レストラン、お店屋さんご

っこの準備を始める。まま

ごとセットを運んだりお

もちゃの食べ物を持って

きたりする。 

※ イメージを広げるこ

○ 朝から『一緒に遊ぼう！』と活発に

誘い合っている。 

○ 『ここはおうちね。』『もうちょっと

大きくしよう』『こっちにもお部屋作

ろうよ』など、２~３人の子が並べ遊

びのスペースを作り出す。 

○ 一方では、洗濯バサミをつかって、

つい立てを長くしたり部屋の仕切り

にしたりしている。 

Ａ『見て！すごいでしょ！』Ｂ『こっ

ちもやってみて』Ｃ『すごい！みん

なで入れる！』と形作りを楽しむ。

その様子を見て、Ｄは、電車のダン

 

 

○ 日々楽しんでいる遊び

ということもあり、同じ

思いやイメージを持っ

て遊びをスタートさせ、

展開していけるように

なってきている。 

○ 様子を見守る。 

○ 一人で遊んでいる子の

様子に配慮し、盛り上が

っている遊びに興味や

関心が向けられるよう
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と が で き る お も ち

ゃ・材料を意図的に配

置する 
※ 子どもの遊びの様子

にあわせて準備物を

変化させていく 
※ 気づかせてくれたり

教えてくれたりする

友達の存在 
※ 一人ひとりの子の様

子をとらえ、また、こ

れまでの遊びの様子

の流れをたらえたう

えでの保育者の援助 
 
 
○ レストランごっこが始ま

る。 
（周りでは違う子達がお店

屋さんごっこを始めている）

 
 

○ オーダー表を作っている

保育者に気づき興味を持

って見に来る。 

 

○ オーダー表を使いながら

レストランごっこの中で

“お客さん”と“店員さん”

になって言葉のやり取り

を楽しむようになる。 

 

 

 

 

 

 

ボールを持ってきて『ここにお店を

おくね』と、近くに置く。 

興味はあるが仲間には入れずにいた

Ｅが、『入れて』と自分から伝え、仲

間に入る。受け入れてもらえて嬉し

そう。 

○ Ａ『お客さんやって』Ｂ『え~…作る

人がいい！』 思いの強い二人のや

りとりがしばらく続く。Ｃ『順番に

やればいいじゃん。それか、ジャン

ケン。』と言うと、それまで譲らず言

い合っていた二人が素直に受け入

れ、遊びがスタートする。 

 

○ 日々楽しんでいるため、慣れた様子

でなりきってごっこあそびをしてい

る。周りの違うお店屋さんごっこを

している子達にも声をかけて遊んで

いる。 

 

 

 

○ お店屋さんを楽しんでいたＦとＧが

オーダー表に興味を持ち、出来上が

りを楽しみに待っている。 

 

 

 

○ ３つのオーダー表のうち、ＦとＧが

使い始め、残りの一つをめぐって取

り合いが始まる。ＦとＧは構わず遊

んでいる。それをみて、他児が『順

番に使うんだよ。ズルイよ！』と言

われる。 

○ その後、なんとかスムースに貸し借

りしながら遊びが続く。 

 

にする。 

 

 

○ 最近少しずつ友達へ働

きかけられるようにな

ってきたＥに、『仲間に

入れて嬉しいね！自分

から言えてすごいよ！』

と認める。 

○ そろそろ仲介に入ろう

としていたところにＣ

がアドバイスをしてく

れた。友達の発言を素直

に聞き入れ遊びが進ん

でいく様子に、成長を感

じた。 

 

 

 

○ しばらく続いているレ

ストランごっこの遊び

に広がりを持たせたい

と思い、オーダー表を準

備してみる。 

○ 取り合いを予想した上

で、敢えて３つしか準備

をしないようにし、子供

たちの様子を見守る。 

 

 

○ どうしたらいいか考え

るよう促し、譲り合う姿

など認めていった。まだ

まだ保育者の援助が必

要だと感じた。 
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 ≪３日後≫ 

○ メニュー表を保育者が準

備している様子に気づき、

興味を持つ。それを使いな

がらレストランごっこを

楽しんでいる。 

 
 
 

 

 

○ ＦとＧが早速寄ってきて興味津々の

様子。しかし、今回は、他児に『見

て見て！メニューだって！』と知ら

せている。Ｇは『順番ね！』と友達

に伝えている。 

 

 

 

○再び、新しい刺激として、

メニュー表を作ってみる。食

べ物写真を貼り、値段を子供

と一緒に考えながら興味を

引き出していった。 

 

 
「砂場遊び」                         3～5 歳児 5 月    
 
４月から大きな山を作ったり、穴を掘って温泉ごっこをしたりして遊ぶ姿がみられる。５

月になると裸足になって４～５人の友達と考えを伝え合いながら川や海を作りバケツで水

を流しダイナミックに遊びを進めるようになる。 
子どもの姿 教師の読み取り・かかわり 

 
・Ｍ男とＳ男はパイプに興味を示し、教師に

何に使うのと聞いてくる 
Ｍ男は「よしやってみよう」と急いでバケツ

を持ってくる 
Ｓ男とＭ男はバケツに水を汲みパイプに注

ぐ 
Ｍ男「あー、なんか音がする」 
Ｓ男「もう少しでいっぱいだよ！」 
Ｍ男が水を入れいっぱいになる 

１ｍほどのパイプを、雨樋を２本用意してお

く 
「これを立てて水を溜めると楽しいよ」と一

緒に遊びはじめる 
★水を溜めるとどうなるのかという興味 
 
 
★パイプの中で水の音が響きトクトクとい

う音がする 
「あー、おもしろい音がするね」 

考察 

楽しく遊びを進めているように見えても、ものの取り合いがあり思い通りにいかないこ

とも多く衝突がある。それを我慢したり譲ったりして解決できていくことで、いろいろな

感情を体験し、友達と一緒に遊ぶ楽しさやおもしろさを味わいながら遊びを進めていくこ

とが、遊びの充実につながっていると感じた。年少児はまだまだ生活経験が浅いため、遊

びを広げていくにも、保育者の環境構成の配慮や工夫、援助のタイミングなども大きく関

わってくると思う。 

自分の思いを表現しながら遊びを楽しめるようになってきたが、子ども一人ひとりをみ

ると、遊びに集中できずにいる様子の子もあった。一人ひとりの遊びが豊かになるよう個

への対応、配慮も大切にしていきたい。 
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「これどうする・・・」 
「とってみる」 
パイプを揺らしながらそーっと抜く 
水が下から勢いよく出てくる 
Ｓ男、Ｍ男「わー」 
Ｍ男「これおもしろい」「もう一回やろう」 
 
・楽しそうな遊びに年少児のＴ男、Ｉ男もバ

ケツを持って遊びにはいってくる 
年少児のＴ男が水を汲んできてパイプに注

ごうとするがパイプの口が高く水がほとん

どこぼれてしまう 
Ｍ男が「入れてあげるよ」と一緒にバケツを

持ちＩ男の水をいれてあげる 
 
Ｗ子は砂場の外でＭ男たちが遊ぶ様子をみ 
ている 
２本のパイプに水を入れて抜くということ

がしばらく繰り返される 
同じ繰り返しの中で子どもの動きが少し落

ち着いてくる 

 
「どうしようか？」 
どのようにするか様子をみる 
 
 
 
予想しながらも、その現象のおもしろさに興

味が増していく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★水を注ぐ役、バケツに水を汲んでくる役と

いう役割ができはじめる 
★パイプに水を入れ抜くとどのようになる

かという理解 
Ｗ子が興味をもちバケツをもって遊びに入

ってくる 
 
Ｓ男は普通のパイプと透明のパイプを斜め

にしながら水を溜め始める 
 
 
Ｈ男とＡ男が遊びに入りパイプから出てき

た水で川を作り始める 

２ｍほどの透明なパイプを用意し砂場の隅

に置く 
 
 
★Ｓ男のパイプの使い方を見て新しい発見

があるのではないかと予測 
 
この時点でＭ男、Ｓ男、Ｗ子、Ｈ男、Ａ男の

興味は別々にあると感じる 
同じ場所にいながらも違う興味、しかしどれ

が欠けても成り立たない遊びの調和 
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Ｓ男、Ｗ子は透明のパイプに水を溜め始める 
 
 
Ｍ男はパイプの水の出口を砂でふさぐが水

の圧力で出てきてしまう 
「わー気持ちいい」 
Ｍ男は一本の指で砂をほじり始める 
流れ出た水がＨ男、Ａ男が作った川へ流れ込

む「あー水がきた、早く長くしないと」とし

ゃもじを使って川を長くする 

★パイプが透明になったことで見えないも

のが見える楽しさ 
「すごい溜まってきたね」と声をかける 
★水の感触の心地よさを感じている 
 
 
 
 
 
★Ｓ男、Ｍ男、Ｗ子は川に水を流そうと思っ

てないが偶然性のよさがＨ男、Ａ男の遊びの

楽しさを大きくしている 
考察 

この遊びは年長や年少等、多くの子どもたちがかかわり遊びが進められていた。はじめは

パイプの中に水を溜めそれを抜くというひとつの楽しさがきっかけとなってＭ男、Ｓ男が

はじめた遊びであるが徐々にその楽しさや魅力が他の友達や年少児にまで広がっていった

と思う。しかし、そのパイプに水を溜めるというものは本当にきっかけでありそこから先

は自分の興味の探求や楽しいと思う遊びへと子どもの思いがどんどん広がっていった。 
バケツを持って斜めのパイプに水を溜めようとする子、水を溜めようと出口を砂で固める

が小さな穴から出てくる楽しさに惹かれ指で掘ってみる子、パイプから溢れた水を見て川

を作ろうと思う子、それぞれが自分の思いのままに遊びを進めていた。一見すると友達と

同じイメージをもって遊びを進めているという見方をしてしまいがちであるが、子どもの

姿によく注目してみると自分の興味に向かって試し、夢中になっていることが多い。しか

し、その自分の思いのままに夢中になって遊ぶという姿こそが大事であり、子どもが友達

と共に育ちあう一番のきっかけであると思う。そのために教師は子どもの姿や思いをよく

見取りバランスを考えながら環境を構成し、子ども一人一人が夢中になって遊ぶ姿を追い

求めていく必要があると思う。  
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事例 ４才児 ８月『水遊び』 
 

８月末の夏期保育、第１日目。あまりの残暑の厳しさ、久しぶりの幼稚園に、不安感を

感じながら登園した子どもたちを見て、水遊びで気もちを発散させて、順調なスタートを

切りたいと、クラス全体で、園庭の芝生用のスプリンクラーを使って水遊びをした。予想

通り、子どもたちは一気に盛り上がり、遊びに熱中し「あしたもやりたいね」と喜んで帰

っていった。残り２日の夏期保育の間、家から市販の水鉄砲を持ってきたり、ペットボト

ルや、マヨネーズの空き容器で水鉄砲を作ってきたりして、楽しむ事が出来た。 
 

水遊び３日目。 
自宅から持ってきたものを入れてあった、ビニールが落ちていたので、それも使って、水

を入れて、投げて遊んでいる。 
そのまま置き去りにされていたので、 
教師  「あー！！やぶけちゃったね」片づけようとする。 
手作りの水鉄砲などで散々遊んだが、まだまだ物足りなそうな Y が、その様子を見ていて 
Y「せんせい！かして！」 
教師「もうやぶけちゃったよ？」 
Y「だいじょうぶだよ！まだまだつかえるよ！」 
すると、やぶけたところから水を入れて Y が戻ってくる。 
Y「みて！みて！」（ビニールの隅から水が噴き出ている） 
子ども・教師「わーすごい！」 
Y「こうすると、水鉄砲になるよ」  
教師「手作り水鉄砲だね～」 
Y「うん！」 
周囲の子も「ほんとーすごいね」と Y を認めると少し自慢そうに 
Y「あのね、つくりかたはね、このはしっこにちょこっとだけあなをあけるんだよー」 
子どもたち「へー！すごいこと知ってるんだねー！」 
Y「うん！」 
子どもたち「かけて！かけて！」 
Y「うん！いいよ！」 
その後しばらく、周りの子と一緒に、うれしそうに何度も何度も水を入れて、ビニール水

鉄砲を楽しんだ。 
 

【考察】 

『気もちを発散させて遊ぶ』ことも、遊びの充実につながるのではないかと、クラス単

位で思いきり水遊びを行った。水を掛け合ったり、的を決めて打ち抜いて遊んだり、自分
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たちが的になって遊んだりすることに飽きると、自然にこうして遊んだら楽しいかな？と、

子どもたち自身が遊びを工夫して、考えて遊び始めていた。今回、ただのやぶれたビニー

ルが、こうしたらどうか？と考え、工夫したことから、簡単だけれど楽しい遊び道具に変

わったっていったことで、子ども自身、『自分で考えてできた』『工夫すると遊びが面白い』

という充実に膨らんできたように思った。教師としては、ひとりの充実を、クラスの充実

にしていくには、ほかにもビニールを準備するなどの環境を用意出来ていたら、さらに遊

びが広がったのではないかと反省をする。 
 
 
  ４歳児     ゆり組                    １月の事例 
それまでの子どもの様子や遊びの流れ 

・ 保育室の中では、友達と誘い合ってごっこ遊びをしたり戦いごっこをしたり紙や新聞紙

などを使っていろいろなものを作ることに夢中になっている。気の合う友達と集まった

り、したい遊びが同じ子と一緒になって遊んだりしているが、一人で黙々と遊んで楽し

んでいる様子の子もいる。 

・ 中心になって遊びをリードする子もいて、その子達から遊びのアイデアが発信されて遊

びが広がっていくことが多い。 

・ 特定の友達としか遊ばない様子の子があり、他の友達にも目を向けていけたらと感じて

いる。 

・ 文字に興味を持ち始め、カルタ遊びでは、読み手にまわって数人で遊んでいる様子もあ

る。 

 

遊びの流れ 子どもの様子・つぶやき・心の動き 保育者の読み取り・関わり

○ 給食後、の自由な時間に、

それぞれに好きな遊びを

楽しんでいる。 

・ 折り紙を使ってお財布作

りをしている子 

・ それを見て、中に入れるお

金を作っている子 

・ 粘土遊びをしている子

（Ｏ、Ｎ） 

・ 画用紙や新聞紙などで作

り遊びをしている子 

・     （Ｍ、Ｙ、Ｓ、Ｒ）

4 つの遊びがあり、ほとんどの

子がいずれかの遊びに加わっ

 

 

 

・お財布作りでは、得意げにお財布を作

っている。周りの子も『教えて！』と

折り紙を持ってきて教えてもらいなが

ら作っている。 

 

・好きなものを作って遊んでいる。 

・ＹとＳがダンボールを持ってきて、テ

ーブルにしたり棚や看板を作ったりし

てお店屋さんを始めた。 

○ それぞれに違う遊びから始まった

が、周りの様子にも関心を持ってい

 

 

 

○ 友達に教えてあげ喜ば

れることで、満足感を味

わっている様子。見守

る。 

 

○ １学期の頃は、廃材など

の取り合いで衝突がよ

くみられたが、２学期後

半頃からは周りの友達

に『これ○○してい

い？』と自然に聞いて互
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ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○レジ作りが始まる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ダンボールで自動販売機を

作り始める。（Ｓ） 

 

 

 

○ 毛糸等を使って料理を作

り始める 

○ メニューを作り始める 

○アクセサリーを作って身に

付けながらお店を見て回る子

もいる 

 

※ 互いに認め合いながら過

ごすことができる仲間、

一緒に行うことで、ひと

りよりも一緒が楽しいと

る様子。お店屋さんをしていたＭが

粘土あそびをしていたＯに『何作っ

たの？』と聞くと、『ケーキだよ！』

と答える。Ｍは『おいしそう。パク

ッ！』と食べるまねをした。Ｏはそ

の粘土をお店屋さんの棚に置き、『次

は何作って欲しい？』と尋ねると『じ

ゃあ、クッキー！』と答え、自然と

役割のようなものができあがった。

粘土をしながらもお店屋さんの様子

に興味があったＯは、とても嬉しそ

う。 

○ ＹとＳ達数人の男児が集まり一緒に

レジを作り始める。Ｙ『ここ、テー

プで止めていい？』Ｓ『いいよ！ぼ

くここ押さえてるね』Ｙ『テープ持

ってくる！』と協力して作っている。

○ レジのボタンを作り始めたＹは、保

育室の電話の数字を何度も見に行っ

ては細かく作っている。 

○ 出来上がると、レジを使う順番を決

めて遊び始める。 

○ レジに入れるお金を作り始める。 

○ 細いダンバール箱を見立てて遊んで

いたが、Ｕの『ここにこれ入れてみ

ようよ』という言葉から『下から出

てくるかな？』と試しながら遊びが

進んでいく。 

 

 

○ わからない字を他の子に聞いたり書

いてもらったりしながら作ってい

る。メニューに書いてある『はんば

ーぐ３えん』を見て、自動販売機を

作っていたＳが、『安すぎ!!』と言い、

互いに笑い合う。お金を作っていた

Ｍが『じゃあ、500 円にしよう！』

いに納得しながら材料

等を使い合う様子にな

ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ これまでの廃材遊びの

経験から、自分のイメー

ジに沿って形を作った

り接着したりすること

もスムースになってき

ている。 

○ “こうしたいけどうま

くできない”と行き詰ま

っている点は、一緒に考

えていく。その子の考え

を引き出し表現できる

ように配慮する。 

○ 自分だけでなくみんな

のアイデアや力ででき

たという喜びが表情か

ら伝わってきた。そのレ

ジを大切に使っている

様子も感じられた。 

○ お客さんになって買い

物に行くと、いくつかお

みせはあるがレジは共

通で、それぞれのお店

（遊び）がつながってい

る。 

○ 事前に相談したわけで

はないが、遊びの中で自

19 



 
 

感じることができる仲間

との体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と書き直している。メニューを作っ

たＨ達も、それを嬉しそうに見てい

た。 

 

然にイメージがつなが

っていき、自分たちの遊

びがほかのグループの

遊びとつながっていく

心地よさを味わってい

るように感じた。 

 

考察 
 ひとり遊びや普段なんとなく遊びに参加している子も、役割を見つけ周りの友達に認め

てもらえることで友達との遊びに参加し、その中で自分らしく楽しみ夢中になれると感じ

た。また、一人ではここまでだが、友達と一緒にやるとよりよいものになりもっと楽しく

なると感じられる体験が、一人ひとりの満足感にもつながったのではないか。ひとりの遊

びが２~３人へ、そしてほかのグループへ…とつながっていきながら遊びを楽しめる心地よ

さも実感できていたように感じた。 
給食の時間から午後に何して遊ぶのかを相談していた。友達との関わりが浅い様子が気

になっていた子も、自然と自分の役割をみつけて遊びに参加していたことが嬉しかった。 
 
 
 
 
  「ダンゴムシレース」                      ５歳児 ５月    
 

それまでの子どもの様子 
４月、ダンゴムシ探しをしていたところ「捕まえてもすぐ死んじゃうよ」と言いに来る子

が何人もいた。それまで楽しくかかわることがあまりなかった様子。たくさんのダンゴム

シや机の上を歩く様子を見たり、クラスで飼ったりすることで発見があり、ドキドキ・ワ

クワクしながら興味を持ってかかわる子が増えてきた。 
飼育しているダンゴムシは３００匹を越えた。 

この日に大事にしたかった事 
ダンゴムシとかかわって遊ぶことで、ダンゴムシの動きのおもしろさを感じたり、新たな

発見をしたりし、その楽しさを友達と味わってほしい。 
ダンゴムシレース自体も楽しみ、考えたり試したりしながら遊ぶことを楽しんでほしい。
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遊びの流れ（子どもの様子） 教師の読み取り 教師の援助 
細長い画用紙をまるめ、うずまき状にしてレ

ース場を作る 
グループ毎にダンゴムシレースをする 
 
「動いた 動いた！こっちだよー」 
「あー！反対。なんで戻っちゃうのー」 
「まだ丸まっている。もう 早く起きて」 
「あ～壁のぼっちゃった！ズルしちゃダメ

だよー ○環１、○言２、○表２ 
 
 
「先生、この子動かない」とⅠ 環① 
「歩くと速いけど、１回丸まると長いんだ

よ」 ○表１、２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
思う様にダンゴムシが動かないと、「ちょっ

と休憩させる」等と言ってダンゴムシをかえ

る ○人２ 
タライの中のダンゴムシをよく見てダンゴ

ムシを選ぶ ○人２ 
「大きいお父さんダンゴムシは速そう」とＡ 
                 ○言２ 
「さっきやったけど 大きいのは遅かった

よ」とＴ ○人６ 
「えっ 本当？」とＡ ○言２ 
「あ！この小さいの速そう！これにしよう」

 
 
 
 
自分の思い通りには

動かないダンゴムシ

の様子にハラハラし

たりドキドキしたり

しているな… 
 
動かなくてはレース

にならずつまらない

だろう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レースに勝ちたいと

いう思いがあるのだ

な… 
 
 
お父さんは速いだろ

うというイメージで

選んでいた子はこの

一言でダンゴムシを

見る目が変わるだろ

う 

ダンゴムシを選びや

すいよう、ペットボ

トルからタライに移

す 
誰がどんな表情やし

ぐさをし、どんな言

葉を言っているかを

見ていく 
 
 
「もう一匹連れてく

る？」と声を掛け、

私も一匹ダンゴムシ

を持ち仲間に入れて

もらう 
一緒にレースをし、

ドキドキ感を味わう

Ⅰのダンゴムシが３

分程丸まっているこ

と、触わるとまたす

ぐ丸まってしまうこ

とがわかり、Ⅰとそ

の話をする 
 
 
 
 
「お父さんって速そ

うなのにね」とＡの

思いに寄り添った上

で、そのダンゴムシ

と他のダンゴムシの

動きの違いを一緒に

見ていく 
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とＴ ○人２ 
 
タライの中のダンゴムシの動きをじっと見

つめる Ｈ ○人２ 
 
 
一匹選び指の上を歩かせてみる  
その動きをよく見て「よし！」と席を戻って

いった           ○人２、○表１ 
 
Ｓは速そうなダンゴムシを選ぶと身体につ

けてうれしそうに見ていた ○環５、○表１ 
 
 
 
 
 
「うん すごい」と笑い、またダンゴムシを

見つめた ○健１、○人１、○環５ 
 
「頑張れ 頑張れー。あっそっちじゃない

よ。そうそう。ほら あと少し！ゴール！！ 
お疲れ様～。うちの子、よく頑張ったねぇ」

とＭ ○環５ 

 
 
動きの速いダンゴム

シをよく見て選んで

いるのだろうな 
 
 
 
 
 
ダンゴムシをかわい

いと思う気持ちが増

したのだろう 
 
 
 
 
 
 
 
１番になることが目

標でなく、最後まで

ゴールできるよう応

援してあげている 

 
Ｈの表情とみつめて

いる先のダンゴムシ

を見ていく 
 
Ｈの思いを探ってい

く 
 
 
「かわいいねぇ。よ

く落ちないねぇ」と

Ｓが思っているだろ

うと思われる言葉を

掛けた 
 
一緒に応援する。 
 
「頑張っている気持

ちをわかってくれる

お母さんみたいだ

ね」と言葉を掛ける

 
 
 

考察（この遊びのポイント・課題・今後につなげていきたい事等） 
ダンゴムシが自分の思う様には動かないことが、ドキドキ、ハラハラすることにつなが

っていた。１番になりたいという思いを持って試すことでダンゴムシの動きを見る目が変

わった。思いを込めて選んだものの思う様にはならず、それならとまた違った見方でダン

ゴムシを選び…と思いをめぐらせることが、ダンゴムシレース自体と共に、この遊びのお

もしろさであった様に思う。 
子どもが思いを込めて選んでいく姿は比較的見ていけたが、その選んだダンゴムシがど

うだったのか、だから子どもがどんな表情をし、どんなことを感じていたのかまで見切れ

ない部分が多かった。しっかりそこを追っていくことが次の子どもの行動の意味を理解す

ることにつながったのだろう。今後も見ていきたい。 
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事例２  「ハンター」                   ５歳児 １１月    
 
 前日のテレビ番組から刺激を受け、逃走中という遊びが始まった。ハンターがハンター

以外の人を捕まえ牢屋に入れるという遊び（鬼遊び）である。 
 何日か遊びが続いたある日、１度捕まったら終わりという状況に、R が「それじゃあ 
つまらない」と言い「牢屋にいても仲間からタッチされたら脱走できるようにしよう」と

ルールを加えるよう提案した。ルールが変わり遊びが始まった。途中から入ってきた友達

に「（ルールが）違うよ」と言われることはあったが、R は「この方が面白いよ」と伝えて

いた。 
 クラス全員でこの遊びができる機会を作った。「知らない」という友達には、これまで遊

んだことのある子が「氷鬼みたいのだよ」「捕まったら牢屋に入るんだよ」「でも仲間にタ

ッチされたら逃げられるよ」と説明していた。 
 経験のある子が中心となってスタートした。不安げだった子も氷鬼の経験があったため

すぐに慣れ笑顔になった。鬼から逃げるのに必死な子、仲間を牢屋から助け出すことを楽

しむ子、友達と声を掛けあい挟み撃ちにする子、ハンターの動きを隠れてじっと見ている

子、つかまった回数を伝えあっては喜んでいる子・・・。遊びの魅力や楽しんでいるとこ

ろは一人一人様々だった。 
 そのうち「俺、忍者やりたい」と Y が言い出した。忍者の役割は何かを皆に話してもら

った。賛同した子どもは「巻物も作ろう」「ゲームをクリアしたら捕まった人は逃げられる

んだよ」とテレビ番組のようにやろうとその気になっていく。反対に「よく分からないよ」

「作ってたら時間が無くなっちゃうから嫌」という子もいる。20 分程意見を言いあってい

たが決まりそうも無いので、テレビのようにやりたいという子どもたちに「幼稚園で出来

そう？」と聞いてみた。するとしばらく考え「無理そう」と言い、忍者だけを加えるとい

う形で遊びが再開した。 
（考 察） 
 テレビ番組の話をしているうちに自分たちでやってみようと話が進んでいく。友達に親

しみを持ち、自分の話したことが伝わった嬉しさや相手の話を聞いて分かる喜びが、より

ハンターという遊びを魅力的にしていった。遊ぶ中で、新たなことを思いついたり気付い

たり疑問に思ったりしたことを伝えることで遊びも展開され、より面白さを味わっていっ

た。一方的な要求ではうまくいかないことや相手にわかるように伝えること、同意を得る

ことが必要なこと等にも意識できるように促した場面もあった。自分の世界を友達と共有

するために、分かりやすく話したり相手の話を分かろうとしたりする等、それができるた

めにはやはり友達とのかかわりの深さも大切となる。 
 楽しんでいることは一人一人少しずつ違ったが、子どもたちは体を動かす心地良さや戸

外の気持ち良さを感じ、友達と楽しみながら進んで体を動かしていた。友達と試したり工

夫したりして遊びを進めていくことは子どもたちの充実感や満足感に繋がることだったと

思う。 
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 今はまだ忍者を加えたところまでのルールで楽しんでいるが、これから遊びが続いてい

く中でまた変化が出てくるであろう。今回「無理そう」だったことがそうでなくなるかも

しれない。一人一人の思いの変化を丁寧に見ていき、一人一人の遊びを充実させていきた

いと思う。 
 
   ５歳児    ほし 組                    １２月の事例 
それまでの子どもの様子や遊びの流れ 
 今年度、様々な個人やグループでの製作などを経験して、１０月の造形遊びの回では、学

年でテーマを持った共同会場が出来上がった。この活動によって、書いたり作ったりする

ことの楽しさが更にふくらんでいった様子が見られ、一人ひとりのイメージや発送が高ま

り、友達と意見を伝え合いながらひとつの目標を達成しようとする姿が、造形遊びをはじ

め生活のいろいろな場面で多く見られるようになった。 
遊びの流れ 子どもの様子・つぶやき・心の動き 保育者の読み取り・関わり

○ 廃材置き場からダンボール

を見つけたＲが、『これで何

か作りたい！』と言い、Ｙ

が賛同して相談し始める。

○ その様子に興味を持った

Ｄ、Ｆ、Ｋも加わり話し合

う。 

 

 

 

○ 空き箱を集め、頭や体など

の部位について、どうやっ

て作るか話し合い、その後

作り始める。 

 

○ 参加していない他の５人も

加わり、男児全員が参加す

ることとなる。 

○ どの部分を作るのか担当が

決まり、互いに声を掛け合

いながら進んでいく。 

 

 

 

Ｒ『この箱で何か作りたいなぁ』 

Ｙ『いいねぇ。車とかバスにする？』 

Ｒ『えー…違うのがいいなぁ。そうだ。

家にしようよ！』 

Ｙ『家じゃちょっと小さいと思うよ。』

Ｒ『あ！ロボットにしよう！』 

Ｙ『いいねぇ！』 

Ｄ『僕も作りたい！』 

Ｆ、Ｋも参加している。５人で取り掛か

る。 

○ いろいろな空き箱を組み立てて、大

きさや形、安定感などいろいろな意

見を出し合い、材料を選んでいる。

５人で互いに納得しながら進めて

いる様子。 

○『Ｒ君達、ロボット作るんだって！』

と、それを見ていたＨが、参加して

いない他の４人に伝えると、興味深

く様子を見ている。それに気づいた

Ｙが、『あ、Ｈ君達も手伝ってくれ

る？』と言うと、嬉しそうに『う

ん！』と答え加わる。Ｙが、足の部

分を作ってもらうように話を始め

る。 

 

 

 

 

○ ２人が５人になったこ

とで、加わっていない５

人も参加できるチャン

スを見つけ、促そうと考

え見守る。 

○ 『先生！今ロボット作

っている！』と報告する

Ｙ達に、期待して待って

いることを伝え、意欲を

高められるように励ま

す。 

○ 参加していな方５人が

かわ割ったことに対し

て、『○○君達も入って

くれて強そうなのがで

きそう!!』と声をかける。

 

○ 見守りながら、時々工夫

しているところや出来

てきている様子などを、
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○ できた部位を接着し合体す

る。 

 

 

 

 

 

○ 足がうまく接着できず安定

しない。どうしたらいいか

意見を出し合っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ロボットの口を利用したコ

ロコロゲームが始まる。 

○ 同時に、ロボットに模様を

つけたり装飾したりして製

作が進む。 

○ ロボットに名前をつける。

名札や看板も作り始める。

 

 

 

 

 

○ 翌日、『ロボタ、おはよう！』

とロボットに向かって声を

かけている。 

○ 眺めながら会話をしてい

『それいいねぇ！』『こっちにしてみた

ら？』『いいじゃん！いいじゃん!!』『く

っつけるの    楽しみだねぇ！』な

ど、互いに声を掛け合いながら進んでい

る。 

○ くっつける際、自然と箱を持つ役、

ガムテープを切る役、貼る役に分か

れて作業している。『これはセロテ

ープじゃ弱いと思う。』『ガムテープ

のほうがいいね！』『わぁ！くっつ

いた！やったね！』互いに接着でき

たことを喜んでいる。 

○ ガムテープをまるめて接着しよう

と意見がまとまり、くっつくのをそ

れぞれが期待しながらやってみる。

しかし、うまく安定せず傾いてしま

う。 

 Ｒ『足が細いと思う。』と言うと、他

の子達が牛乳パックをつけて太い足

にするよう作り始め、試行錯誤の甲斐

あって、完成！みんなで歓声を上げて

喜んだ。 

 参加していなかった女児や他のクラ

スの先生も呼んできて見てもらった

りし、さらに喜びを実感している様

子。 

○ 気持ちが盛り上がっている所に、Ｆ

の『口からボールをころがすゲーム

になるじゃん！』という新たな発想

で、さらにみんなでやろうという気

運が高まる。トイレットペーパーの

芯を持ってきて、互いに意見を言い

合いながら製作が進む。同時に模様

や飾りもつけていく。 

○ 名前の相談が始まり、『ロボタ２８』

という名前に決定する。 

○ Ｓが突然『幼稚園楽しい!!』と大き

一人ひとりに声をかけ

励ますようにしていく。

 

○ 保育者も出来上がりを

楽しみにしている雰囲

気を盛り上げ、見守って

いく。 

 

 

 

○ 自分たちで解決できる

ことを願いながら見守

る。行き詰まればヒント

を…と思っていたが、自

分たちで解決する展開

となり、その姿を認め一

緒に完成を喜んだ。 

 

 

○ 女児や他のクラスの先

生からも褒めてもらう

ことで、嬉しさや満足感

がより強くなったこと

を一人ひとりの表情か

ら感じた。 

 

 

 

○ 名前が付いたことで、自

分たちで作り上げたと

いう実感が湧いたよう

だ。愛着をもって大切に

触ったり嬉しそうに眺

めたりしている。 

○ 一緒に力を合わせて取

り組める友達の存在や

良さ、一緒に取り組める
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考察 
 この遊びでは、男児数人から始まり、途中から男児全員で一つの目標を達成するために

取り組んだ遊びとなり、一人ひとりの中で、充実感はもちろん、達成感や満足感を味わっ

ている様子が感じられた。それには、造形遊びの会に関する経験や、その後の音楽祭等の

みんなで取り組む経験が活かされているように感じられる。特に今回は、一人ひとりが進

んで自分の役割を持ち、友達と意見を伝え合いながら進めていたり、以前であれば、友達

の様子をじっと見て楽しんでいるような子が、自分から進んで作っていたり手伝ったりし

ながら関わっていた。グループやクラスの一員である自分の存在感、共に喜びを共有でき

る友達の存在を実感できた遊びだったと思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る。 

 

 

◎その後、手を加え修繕したり

しながら、今に至っている。 

な声で言い出すと、Ｋが『だってロ

ボタができたもんね!!』と答え、笑

い合っていた。 

 

○『○○君、ここの所いい考えだったね

ぇ。』『ここがちょっとこうなっちゃっ

たけどね。』などと、自分たちの製作

を振り返りながら満足げに話してい

る。ロボタを大切にし、見るだけで笑

顔になる姿がある。充実感、満足感の

共有ができ、友達同士の関わりがより

強くなった。 

○ 楽しさを分かち合って

いる。 

○ 昨日の余韻がさめず、互

いに認めあっている様

子。 

 

○子ども達と共に、喜びを味

わいながら生活するよう心

がける。 
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「おもしろい種 見つけたよ」                ５歳児 １２月   
 

子どもの様子 教師のかかわり・環境構成・読み取り

●前日にも花の種に興味をもっていたＳ子やＩ

子、Ｙ子は朝園庭に出るとさっそく 

種を摘みはじめる 

 

●飛び出るというおもしろさをもう知っている

こともあり、黙々とできるだけ沢山の種を集め

ようとしている 

 

●しばらくして昨日とても興味をもっていたＲ

男がやってきて遊びに加わる 

もうすでにＩ子やＳ子たちが沢山の種を取って

しまっていたために弾け出るような膨らんだ種

はなかなか見つからない 

●はじめＲ男はＩ子やＳ子にどの種が弾けて出

るのかきいていたものの、なかなかみつからず

少し苛立ち教師に「Ｉちゃんたちがいっぱい取

っちゃって何にも見つからない」と声を掛けて

くる 

 

●Ｒ男も「それいいね！」とその気になり I 子

たちのところに行き声を掛け種をひとつもらっ

てくる 

もらうとすぐに指で押し「でてきたー！」と嬉

しそうに教師のところにいく 

●「うーん、わかんない」「先生は？」 
●「じゃあ、図鑑で調べればいいよ」 
●教師と一緒に部屋に図鑑をとりにいく 
●R 男は自分のミニ図鑑をもつ 

■どのような発見があるのか近くで様

子を見守る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「もうないの？」「どういうのが飛び

出てくるのかな？」といいながらＲ男

と一緒に探し始める 

 

■しばらく探すがなかなかみつからな

い 

■Ｒ男に「I ちゃんたち沢山もっていた

から一つもらってきたら？」と提案す

る 

■「いっぱいでてきたの？」「みせてみ

せて」とＲ男の思いを受け止め種を見

せてもらう。 

楽しむなかで植物に深くかかわってい

くチャンスかも・・・ 

■「Ｒちゃん、ところで、このおもし
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●初めは自分の図鑑で調べるが載ってないこと

に気づくと教師の図鑑を見にやってくる 

 
●Ｒ男は図鑑の写真の花びらから「これは違う

かな」と悩んでいる様子 
●同じ花びらの形をした花を見つけるが、色が

違うため「これはちがう！」と言う 
 
 
 
●「そうだね！みてみよう！」とホウセンカの

ところをひらく 
 
●Ｒ男は種が飛び出すというフレーズを聞いた

瞬間「さっきのだよ」と目を丸くしている 
 
 
●しばらく図鑑をみている R 男 
●「先生この種植えたらいいんじゃない！」と

ひらめいたように言う 
 
●図鑑の植え方をみて、真似しながら植え 
ていく 

 
●植え終わると図鑑にかいてある通り水をあげ

ようとＲ男たちはジョロに水を入 
れて持ってくる 

ろい種ができるお花ってなんていう名

前か知ってる？」 

■「それが先生もわかんないんだよ」

■「そうだね！先生も調べてみよう」

 

■他の植物の図鑑をもつ 

 

 

■Ｒ男や興味をもった子どもたちと一

緒に図鑑を見る 

 

■花の特徴や種の特徴が小さく漢字で

書いてあったため、わかりやすいよう

声に出して読んでいく 

（情報を大勢の人に伝えたい） 

 

 

 

（同じ花は載っているものの花の色が

違う、また情報も少ないため子どもた

ちだけでは行き詰ってしまうので

は・・・） 

■「この花似てるよね」「この花ホウセ

ンカの仲間って書いてあるけど、そう

いえばさっきホウセンカの種のこと書

いてあったよ」「それ見ればわかるんじ

ゃない？」 

 
■さっきと同じように声に出して読ん

でいく 
（そこにはホウセンカの種は飛び出す

ことが書かれている） 
※Ｒ男は納得した 
■Ｒ男の声に「種が同じだからそうか

もしれないね」と返す 
（図鑑には種の植え方も載っている）
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●Ｒ男は「あっ看板！いいね！」「でも先 
生 チ ュ ウ リ ッ プ じ ゃ な い じ ゃ ん 」

 
●「じゃあ変えればいいよ」「でも、どうやって

変えればいいかな・・・ 
●すると横にいたＮ男が「紙に書いて貼ればい

いじゃん」と言う。Ｒ子もそれを聞いて「私ペ

ン持ってくるよ」と走り出す 
●それにつられてＲ男も「その考えいいねー」

と部屋に走り出す 
 

 
 
 
 
■「いいかもね、やってみる？」小さ

な鉢に土を入れ用意する 
■様子を見守る 

 

 

 

 

 

 

 

■水をあげている間に看板をもってく

る 
■子どもたちが一段落したところで

「これどうかな」 
■「あっそうだった！ごめん！」「でも

これしかなかったんだよな・・・」 
■一緒に行き紙を用意する 

●部屋から戻ってくると３人で相談して書き始

める 
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次の日・・・ 
●朝、園庭に出るとさっそく種の様子をみてい

るＲ男・・・ 
 
 
 

 

◎考察 

 この遊びはＲ男が種に興味を持ち、自分もやってみたいという思いからはじまった遊び

であった。そのきっかけをくれたのはＩ子やＨ子であったが、二人とＲ男の興味の広がり

方は同じ場所にいてもそれぞれ違っていたと思う。Ｒ男の興味の持ち方を見た時、楽しむ

中でもっと興味を追求していくことができないかという思いが私の中に沸々と沸き上が

ってきた。花の名前を調べるというきっかけをつくったことでＲ男は更に興味を深め、周

りの友だちとかかわりながら溢れ出てくる自分の思いを実現したり協力して作り上げる

楽しさを見いだしたりすることになっていった。ひとつの花を通し私がＲ男に感じてもら

いたかったことは花の名前や育て方ということよりも自分の興味をもったことを更に夢

中になって深めていくことであったと思う。看板を作り上げ「早く花が咲かないかな」と

思いを馳せるＲ男の姿や次の日に鉢の前でじっと観察する姿を見たときにはＲ男の遊び

に込められた強い思いや純粋な心をとても感じた。日々の遊びの中で大切にしたいと思う

ことはやはり子どものやってみたいという思いであり、それが楽しい遊びや生活の根本と

なっていくということだと思う。その思いを大きく膨らめていくためには教師が子どもの

思いに負けないくらいの大きな情熱をもち、子どもたちと生活していくことではないかと

私は強く感じる。 

 
 

｢ドッジボール｣                       ５歳児 １２月   
 

クラスで男女に分かれてドッジボールをする機会を作った。翌朝から、子ども達は友達

同士で声を掛け合ってドッジボールをするようになった。しっかり者で賢く周りもよく見

えＮは、運動面がどちらかと言うと得意ではない。それでも仲良しの友達と仲間に入った。

はじめのうちはすぐに当たってしまったり、ボールが思う様に投げられなかったりしてい

たが、少しずつ上達していることを自分で感じられようになると楽しさは増していったよ

うだ。 
次第に“外野には行きたくない”という思いが強くなった。そして当たっても知らない

ふりをするようになった。「Ｎちゃん 当たったよ」と男の子から強い口調で言われても「当

たってないよ。ここの所に当たりそうになっただけだよ」とか「当たってないよ。今ちゃ

んと見てなかったでしょ」と答えたり「わかった。ちょっと待って」と言ってその場をや

り過ごそうとしたりした。仲良しのＭが「今当たったよ」と声を掛けても、同じように返
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されていた。 
そんなことが数日続いたある日。当たっても外野に出ない N を見たＭは、「Ｎちゃんは当

たったからこっちだよ」とＮの手を引いた。Ｎは「わかったよ」と少し顔をひきつらせ、

気まずそうに手を引かれて外野へ行った。 
考察① 振り返り 

運動に苦手意識のあるＮが夢中になって遊ぶ姿は嬉しく思ったが、ルールを守らなくて

は遊びは楽しくなくなってしまう。Ｍは「当たってないよ」とＮに返されたことで、それ

までよりもＮの姿をよく見るようになった。改めて「Ｎちゃん 当たってたよ」と声を掛

けたがごまかされてしまう。同じ遊びをしているからＮの当たりたくない思いも感じ、数

日間思いをめぐらせていたのだろう。Ｎの手を引いて外野に連れていった時のＭは、Ｎと

は目を合わさなかった。口調は穏やかだが淡々としていて有無を言わせない強さがあった。

そのＭの在り方はＮへの気遣いにも感じた。仲間が公正な立場で言ってくれる。このこと

に価値を感じた。誰でも時には少しズルをしたくなる時がある。そんな時に友達が律する

機会を作ってくれる。こういう経験を通し、規範意識が出来ていくのだと思う。このこと

があってからＮは、ズルをしなくなった。それは、Ｎ自身もズルをしながらも感じていた

ことがたくさんあったからなのだろう。ズルをしていた数日間が宝となった。待ってよか

った。 
考察② 次はどうしたいか 
思いをめぐらせている時間を大切にしていきたい。又、このことの重要性を保護者にも伝

えていきたいし、保護者と育ちを共に喜び合っていきたい。 
 
 
 
 
 

５歳児      つき 組                 １月の事例 
それまでの子どもの様子や遊びの流れ 
 2 学期に『うどんのうーやん』という絵本を読んだ。そのストーリーの楽しさから何度も

見たがる子や、自分たちで読み進める様子が多く見られた。10 月に造形遊びの会がおわっ

た頃、廃材あそびをしていた子が、『うーやんを作ろう！』と言うと、それに賛同した数人

の男児が製作を始めた。絵本を見ながらひとつずつ作っていき、さらにイメージが広がり、

うどんを食べるテーブルと椅子、お客さん…と展開されていった。それをみていた数人の

女児は『おもしろいねぇ！』と興味を示していた。 
 3 学期に入り、劇遊びをしている。日々の子どもたちの遊びの中でもごっこあそびやセリ

フを考えて遊ぶ様子が多く見られるようになってきたので、保育室に新たに絵本を何冊か

設置した。 
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遊びの流れ 子どもの様子・つぶやき・心の動き 保育者の読み取り・関わり

○ うーやんの絵本を保育者

に借りにくる 

 

 

 

 

 

 

○ 絵本を見ながら配役を決

める 

 

※ 子どもの生活や遊びのよ

うすをとらえての環境の

設定 

※ 個の様子をとらえての保

育者の援助 その遊びの

姿だけでなく、生活全体

の流れを大切に考え援助

する 

 

 

 

 

 

 

 

○ Ｍが絵本を持ち、遊びを進

めていく 

 

 

 

 

 

 

 

○ 他の子達が遊びに気づく。

Ｍ『うーやんごっこしない？』 

Ｒ『いいねぇ！Ｎちゃんもやる？』 

Ｎ『やるやる！』 

Ｍ『じゃあ、本借りてくるよ。』 

Ａ『Ａもやる！』 

ＭとＡが 2 人で絵本を借りにくる。その

際『うーやんの劇やるんだー！』と言っ

ている。 

 

○ 自分の好きな役を選んでいく 

○ 一人一役決まると、嬉しそうに保育

者に伝えに来る 

 

○ 『早くみたいなー！』と声をかけら

れると、『練習しなきゃ！』とはり

きっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ Ｍ『私は出番が最後だから読むよ。』 

  Ｍが絵本を持ち、ナレーションのよ

うに読み進める。 Ｍ『次、うーや

んが走って…○○って言って。』

自分なりの考えを友達に伝えてい

く。口数の少ないＲも、動きながら

Ｍに自分の意見を伝えている。 

 

 

○ ＫとＹが 4 人の様子を見ている。そ

して、保育者に『Ｍちゃん達何して

○ ごっこ遊びに使えそうだ

と用意しておいた絵本で

はなく、うーやんの本で

遊びが始まった。自分た

ちでやりたいことに必要

なものを求めていく様子

が見られた。 

○ Ｍはごっこ遊びではなく

劇遊びをしようと思って

いる。 

○ 登場するキャラクターが

多いのでどのように進め

ていくのか気になりつつ

も見守る。 

○ 配役は決まったが、その

嬉しさでなかなか先に進

まなかったので、『早くみ

たいなー！』と声をかけ

る。 

○ 数日前に未就園児の会に

出演したこともあり、人

に見せるということに対

しての期待を持っている

ように感じた。『見たい

な！』という言葉で停滞

しそうだった遊びがまた

動き始めた。 

○ クラスの劇遊びも始まっ

て、動きやセリフなどを

相談する経験ともリンク

しているようだ。Ｍは、

その時にも積極的に意見

を伝えていてクラスの友

達が認めてくれたことが

自信につながり、この時

も張り切って遊びを進め
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○ 片付けの時間になる。 

 

 

 

 

 

 

 

○翌日、自由画帳に配役を書き

ながら相談している。 

るの？』と聞きに来る。 

○ Ｎ『誰か『○○』って言って！うめ

ぼし役!!』と言う。一人一役を決め

たあと、足りない役は出番のない子

がやっていたが、人数が足りなくな

ってしまい、ＮとＡが互いに『やっ

て！』とケンカになる。 

○ Ｙは『（その遊びに）入ってないん

だけど…『○○』！』と、そのセリ

フを大きな声で言った。ＮとＡは、

嬉しそうに笑い互いに謝って引き

続き進めていく。 

○ Ｋは、その様子を見てうらやましそ

うだが、進んでいく様子をじっとみ

ている。 

 

○ Ｋが、ＹとＡに近づき話しかけてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○前日は、動きながら配役を固定したり

内容を決めたりしていたが、人数が増え

たため、誰が何をするのかもう一度配役

を決め直している。 

ていたのではないか。 

○ 興味があるが参加せずに

いる二人も、自然に参加

できないか…と考えなが

ら見守る。 

○ 遊びの様子を見ていたＫ

とＹは、『やってだって。』

と気にしているようだっ

たが参加する様子はな

い。そこで、保育者がＹ

に『言ってあげたら？』

と言う。 

○ Ｙは、その一言によって

遊びに参加でき、もっと

やりたいという気持ちが

より強くなったようだ。

 

 

○ Ｋが保育者のところに、

『今、ＭとＡに『入れて』

って言ったんだー！』と

伝えに来る。遊びの最中

には、自分なりに言い出

すきっかけがみつけられ

なかったが、その後自分

なりに伝えられてよう

だ。翌日一緒に遊びに参

加することに期待してい

るようだった。 

○ 小道具になりそうなもの

を用意しておき、見守る。

 

考察 
絵本の読み聞かせ、造形遊び、未就園児の会での出演、劇遊び…子どもの生活は全てつ

ながっていて、日々子どもの遊びに影響しているということを痛感した。それまでに行事

等で経験してきたことを自分の力や自信にして溜め込み、思いや考えの表現の手段として

使えることが、遊びの多様性につながっているように思う。年長児の生活では、友達と相
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談し同じ目あてに向かって進んでいくことが求められていく。生活の中で、お互いの思い

を伝え合ったり、様々な感情を体験したり、同じイメージを共有していく、など、多様な

経験ができるような関わりを保育者が意識したい。今回の事例では、劇を完成させたいと

いう目あてがあり、Ｍの考えが周りに伝わり、考えを伝え合う中で少しずつイメージの共

有に近づいていった。 
 
 遊びの充実の矢印をもとに、子どもたちの園生活についても考えてみました。 

図④は一人の子どもの園生活に遊びの充実の矢印がどう入ってくるのかを考

えたものです。 
本当の園生活の中には１つ１つの遊びの充実の矢印がこの表で表わせないく

らいたくさんありますが、わかりやすくするため単純にして表しました。卒園

までの間に長さもまちまち、色もまちまちな矢印がたくさんあるのだと考えま

した。３歳児には３歳児なりの充実があると思われますし、５歳児がすべて長

いとか、紫の矢印であるとは限らない、そんなことを考えながら卒園までをイ

メージしてみました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他の遊びの事例や園での遊びの中には、充実したと思っていたけれども充実

とは言えないだとか、自己充実に至っていないと思うものもありました。 
 

②の表に照らし合わせてもう一度事例や子どもの遊びを見ると、色々なこと

を経験して５歳児の遊びというのは成り立っているということもわかり、５歳

児の成長というものをみることができたように思います。 

３歳 ４歳 ５歳 卒園

１つ１つの遊びの充実 

≪卒園までの流れ≫
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小さな積み重ねが卒園までの中で子どもたちの育ちを保証しています。小さな

積み重ねが遊びの中での育ちを保証しているのではないでしょうか。 
 
 
２．遊びの充実を図るために 
 
 次に、子どもたちの遊びの充実をはかるために教師としてどうしたらよいの

かを考え、再び事例を読み直しました。教師のかかわりや保育の中で大切にし

ていることに焦点を当て、それらを事例から抜き出してみました。遊びの充実

につながる教師のかかわり、保育の中で何を大事にするかを事例から丁寧に読

み取りあげたものを、プロジェクトメンバーが持ち寄りました。ポストイット

を貼り、出てきたものが⑤の表です。 
 
 
 表を見るとわかるようにクラス作りに関するものがたくさん出てきています。 
 これらを見て、遊びの充実を図るときにクラス作りというものがとても大事

になるのではと考えました。教師がクラスの雰囲気を作っていければ子どもた

ちの遊びに向かう気持ちが違ってきます。ということは、遊びをスタートさせ

る前から違いがあるということなのです。 
 子ども同士のかかわりを育てるという視点から見ても、クラス作りはかかわ

ってきます。クラス作りとは、集団を作ることですが、その前の段階として子

どもと子どもをどう出合わせるかが大切になると思います。子ども同士をどう

出合わせていくかということを発展させた形がクラス作りとしてとても大事に

なります。⑤の表の中の一つ一つを読んでいくとつながりが見えてきます。  
幼稚園においてクラスをどう作るかは遊びの充実にとって大事であるという

ことです。 
 
 それと同時に、私たちは環境をいかに最初にきめ細やかにすることが大切で

あるかも気づくことができました。環境の取っ掛かりのところというのでしょ

うか。これが遊びの充実につながると思われます。もちろん、その場その時で

環境を作り直していくことは当たり前のことです。子どもの遊びの充実を考え

た時には、この取っ掛かりは欠かせません。子どもが何かで遊び出す、そこま

での環境と教師のかかわりをじっくり丁寧にしていかなければなりません。 
初めに述べた「子どもが～で遊びたい」という“やってみたい”と思わせる

ような環境作りが大事であると言えるのではないでしょうか。 
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環境構成 

クラス作り 

先生の姿勢 

・出来るようになるまで 
の過程を、大切にする。 

・感触を楽しめるよう

にする 

・安心して自分を 
出せる環境作り 

・子ども一人一人の 
 居場所 

・一人一人を認める 
・自分を表現することを楽

しめるよう 
    ↓ 
   認める 

・共感し合える仲間の存在 

・仲間とのあたたかな

つながりを感じられ

るようなクラス作り

をしていく ・保育者も子どもと一緒

になって 

・一人一人を理解しそ

の子に合う援助 

・みんなで一つのことに

向かって頑張ってい

き、達成感を味わう 

・友達の中での自分の存

在を感じていく 

・友達に教えてもらって、

関わりを持たせる 

・子どもと話し合いながら遊び

を進め 
    ↓ 

 それぞれが思いや考えを出し

合い、クラス皆が１つのもの

を作り上げていく 

・自分をわかってくれる 
 理解してくれる 
 友達や保育者の存在 

・色々な考えや思い

に気付けるよう

にしていく 

・自分がクラスの一員として存

在している 
 つながりを感じられる 
 友達のことをそれぞれが 

知っている（良さ） 

・子ども同士のぶつかりを大切に

し、互いの気持ちに気付かせて

いくことで、相手にも思いがあ

ることに気付く 

・子ども達と一緒に頑張る 

・子ども達と共有すること

・感動や発見、嬉しさ

を共感、認める、受

け止める 

・答えを教えるのではな

く、子どもが答えを見

つけていく過程を大切

にする 

・自分と向き合った

り葛藤したりし

ている姿を大切

にしていく 

・子どもがあきらめそ

うになっている時の

はげまし 
周りの子ども達の雰

囲気作り 

・“思いをめぐらせてい

る時間”に価値を置

き、大切にしていく

・友達同士意見を交わ

し合ったり折り合い

をつけたり、ときに

ケンカになったり‥

という時間を大切に

していく 

・今の子ども達の興味

や関心があるものを

探る 

・苦手なものやことであってもちょ

っとしたきっかけを作る 
      ↓ 
 挑戦してみようという気持ちを

持つ 

・子どもの思い

に気付く 
・子どもと同じよ

うに触れたり

見たりする 
・ありのまま（の

姿）を受け入

れること 

・我慢できたこと 
 譲れたことを認

め褒めていく 

・子どもの目線に

なって考える 
・子どもの気持ちを受

け止める 

・達成した喜びを共感

して少しだけ難しい

ことも知らせてみる

・子どもが興味

を引くものを

考える 

・子どもに寄り

添って遊ぶ 
・新しい事に後ずさり

をしている時には一

度保育者がやってみ

せる 

・個々の良さを捉える

・自分から「やってみ

たい」という気持ち

になった時支え、励

ます 
    ↓ 
 目的を達成した時

の喜びを共感する 
    ↓ 

・子どもの話（言葉）をよく聞く

・子どもの思いを一番にする 

・出来たこと挑戦

したことに対

して沢山褒め

る 

・子どもと一緒に考え

たり喜んだりする 

・それぞれの子どもが

遊びの中で楽しん

でいることを理解

してかかわる 

・個の安心する場を把

握したり、思いに寄

り添ったりすること

・やってみたくなるよう

な目標や課題が持て

るような刺激 

・そのものになりきって遊べ

る様に子どもと相談しな

がら準備していく 

・一緒に遊ぼうという

言葉が出る環境 

・子どものしたいこと

を考え前もって準備

していく 

・遊び込める時間があ

ること 

・自然物に触れること

できる環境や時間 

・子どもの楽しそう

だった様子を見

て明日の準備を

する

・遊びの続きができる 
環境（残す） 

・「どうすればいいなか

な？」と子ども達が

考えていくことを大

切にする 

・新たな環境 
 子どもと作る環境 

・空間 ・遊びやすい環境 

・“うまくいかない” 
 “思う様にいかない”

 という経験 

・子どもがすごしやすい環境

・したい遊びがあり 
友達がいること 

・子どもが自分で考え

られるような時間 
・安心して過ごせる 

環境・場所 

・じっくりと取り組め

る時間や場の確保 

・子どもが試したくなる

様な環境作り 
 きっかけ作り 
（年齢に合ったもの 
 子どもに合ったもの） ・自分が納得するま

でやってみよう

とする思いを大

切にする 

・いろんな素材に出会

わせる 

・個性、特徴を大切

にすること 

・やってみたいという 
気持ちを大切にする 

・遊びの空間を整える

・時間を保障

・子どもに様々な経験

をさせる 

・それぞれの思いを橋

渡しすることで子ども

同士でも分かり合える

様になる 

・子ども達と遊びに 
合ったルールを 
作っていく 
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・
保

育
者

も
子

ど
も

と
一

緒
 

に
な

っ
て

 

・
子

ど
も
達

と
一

緒
に

頑
張

る
 

・
子

ど
も
達

と
共

有
す

る
こ

と
 

・
感

動
や

発
見

、
嬉

し
さ

を
共

感
、
認

め
る

、
受

け
止

め
る

 

・
子

ど
も

が
あ

き
ら

め
そ

う

に
な

っ
て

い
る

時
の

は

げ
ま

し
 

周
り

の
子

ど
も

達
の

雰

囲
気

作
り

 

・
子

ど
も

と
同

じ
よ

う
に

触
れ

た
り

見

た
り

す
る

 

・
出

来
た

こ
と

挑
戦

し

た
こ

と
に

対
し

て
沢

山
褒

め
る

 

・
そ

の
も

の
に

な
り

き
っ

て
遊

べ
る

様
に

子
ど

も
と

相
談

し
な

が
ら

準
備

し
て

い
く

 

・
新

た
な

環
境

 
 

子
ど

も
と

作
る

環
境

 

・
出

来
る

よ
う

に
な

る
ま

で
の

過
程

を
、

大
切

に
す

る
こ

と
で

出
来

る
よ

う
に

な
っ

た
喜

び
が

生
ま

れ
る

。
 

・
子

ど
も

の
目

線
に

な
っ

て
考

え
る

 

・
子

ど
も

の
楽

し
そ

う

だ
っ

た
様

子
を

見

て
明

日
の

準
備

を

・
空

間
 

・
遊

び
や

す
い

環
境

 

・
子

ど
も

が
自

分
で

考
え

ら
れ

る
よ

う
な

時
間

 

・
安

心
し

て
過

ご
せ

る
 

環
境

・
場

所
 

・
じ

っ
く

り
と

取
り

組
め

る
時

間
や

場
の

確
保

 

・
子

ど
も

が
試

し
た

く
な

る
様

な
環

境
作

り
 

 
き

っ
か

け
作

り
 

（
年

齢
に

合
っ

た
も

の
 

 
子

ど
も

に
合

っ
た

も
の

）
 

・
時

間
を

保
障

 

・
子

ど
も

に
様

々
な

経
験

を
さ

せ
る

 

・
一

人
一

人
を

理
解

し
そ

の
子

に
合

う
援

助
 

・
友

達
に

教
え

て
も

ら
っ

て
、

関
わ

り
を

持
た

せ

・
子

ど
も

達
と

遊
び

に
合

っ

た
ル

ー
ル

を
作

っ
て

い
く

 ・
色

々
な

考
え

や
思

い

に
気

付
け

る
よ

う
に

し
て

い
く

 

・
子

ど
も

同
士

の
ぶ

つ
か

り
を

大
切

に
し

、
互
い

の
気

持
ち

に
気

付
か

せ
て

い
く
こ

と
で

、
相

手
に

も
思

い
が

あ
る
こ

と
に

気
付

く
 

・
答

え
を

教
え

る
の

で

は
な

く
、

子
ど

も
が

答
え

を
見

つ
け

て
い

く
過

程
を

大
切

に
す

・
自

分
と

向
き

合
っ

た

り
葛

藤
し

た
り

し

て
い

る
姿

を
大

切

に
し

て
い

く
 

・
友

達
同

士
意

見
を

交
わ

し

合
っ

た
り

折
り

合
い

を

つ
け

た
り

、
と

き
に

ケ
ン

カ
に

な
っ

た
り

‥
と

い

う
時

間
を

大
切

に
し

て

い
く

 

・
今

の
子

ど
も

達
の

興
味

や
関

心
が

あ
る

も
の

を

探
る

 

・
そ

れ
ぞ

れ
の

思
い

を
橋

渡
し

す
る

こ
と

で
子

ど
も

同
士

で
も

分
か

り
合

え
る

様
に

な
る

 

・
達

成
し

た
喜

び
を

共
感

し
て

少
し

だ
け

難
し

い

こ
と

も
知

ら
せ

て
み

る
 

・
新

し
い

事
に

後
ず

さ
り

を
し

て
い

る
時

に
は

一

度
保

育
者

が
や

っ
て

み

せ
る

 

・
一

緒
に

遊
ぼ

う
と

い
う

言
葉

が
出

る
環

境
 

・
遊

び
込

め
る

時
間

が
あ

る

こ
と

 

・
自

然
物

に
触

れ
る

こ
と

 
で

き
る

環
境

や
時

間
 

・
遊

び
の

続
き

が
で

き
る

 
環

境
（

残
す

）
 

・
し

た
い

遊
び

が
あ

り
 

友
達

が
い

る
こ

と
 

・
安

心
し

て
自

分
を

 
出

せ
る

環
境

作
り

 

・
子

ど
も

一
人

一
人

の
 

 
居

場
所

 

・
一

人
一

人
を

認
め

る
 

・
自

分
を

表
現

す
る

こ
と

を
楽

し
め

る
よ

う
 

 
 

 
 

↓
 

 
 

 
認

め
る

 

・
共

感
し

合
え

る
仲

間
の

存
在

 

・
仲

間
と

の
あ

た
た

か
な

つ
な

が

り
を

感
じ

ら
れ

る
よ

う
な

ク
ラ

ス
作

り
を

し
て

い
く

 

・
み

ん
な

で
一

つ
の

こ
と

に

向
か

っ
て

頑
張

っ
て

い

き
、

達
成

感
を

味
わ

う
 

・
友

達
の

中
で

の
自

分
の

 
存

在
を

感
じ

て
い

く
 

・
自

分
を

わ
か

っ
て

く
れ

る
 

 
理

解
し

て
く

れ
る

 
 

友
達

や
保

育
者

の
存

在
 

・
自

分
が

ク
ラ

ス
の

一
員

と
し

て

存
在

し
て

い
る

 
 

つ
な

が
り

を
感

じ
ら

れ
る

 
 

友
達

の
こ

と
を

そ
れ

ぞ
れ

が
知

っ
て

い
る

（
良

さ
）

 

・
友

達
と

か
か

わ
る

姿
 

・
感

触
を

楽
し

む
こ

と
 

・
子

ど
も

の
思

い
に

気
付

く
 

・
あ

り
の

ま
ま
（

の
姿

）
を

受

け
入

れ
る

こ
と

 

・
我

慢
で

き
た

こ
と

 
 

譲
れ

た
こ

と
を

認
め

褒
め

て

い
く

 

・
子

ど
も

の
気

持
ち

を
受

け
止

め
る

 
・

個
々

の
良

さ
を

捉
え

る
 

・
自

分
か

ら
「

や
っ

て
み

た
い

」
と

い
う

気
持

ち

に
な

っ
た

時
支

え
、

励

ま
す

 
 

 
 

 
↓

 
 

目
的

を
達

成
し

た
時

の

喜
び

を
共

感
す

る
 

 
 

 
 

↓
 

 
自

信
に

つ
な

が
る

 

・
子

ど
も

の
思

い
を

一
番

に
す

る
 

・「
ど

う
す

れ
ば

い
い

の
か

な
？

」
と

子
ど

も
達

が

考
え

て
い

く
こ

と
を

大

切
に

す
る

 

・
個

性
、
特

徴
を

大
切

に
す

る
こ

と
 

・“
思

い
を

め
ぐ

ら
せ

て
い

る
時

間
”

に
価

値
を

置

き
、

大
切

に
し

て
い

く
 

・
苦

手
な

も
の

や
こ

と
で

あ
っ

て
も

ち
ょ

っ
と

し
た

き
っ

か
け

を
作

る
 

 
 

 
 

 
 

↓
 

 
挑

戦
し

て
み

よ
う

と
い

う
気

持
ち

を
持

つ
 ・
子

ど
も

の
姿

を
多

方
面

か
ら

捉
え

、
認

め
て

い

・
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

を
実

現
さ

せ
よ

う
と

す

る
気

持
ち

を
大

切
に

し

て
い

く
 

・
子

ど
も

の
思

い
を

認
め

る
 

・
安

心
感

を
も

て
る

 
幼

稚
園

 

・
子

ど
も

達
の

気
づ

き

の
目

を
認

め
る

 

・
子

ど
も

の
し

た
い

こ
と

を
考

え
前

も
っ

て
準

備

し
て

い
く

 

・
“

う
ま

く
い
か

な
い

”
 

 
“

思
う

様
に

い
か

な
い

” 
 

と
い

う
経

験
 

・
い

ろ
ん

な
素

材
に

出
会

わ
せ

る
 

・
園

の
ル

ー
ル

 
遊

び
の

ル
ー

ル
を

守
る

こ
と

の
大

切
さ

を
伝

え

て
い

く
 

・
保

育
者

が
モ

デ
ル

に
な

り
好

奇

心
・

探
究

心
を

く
す

ぐ
る

 

・
教

師
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
 

・
子

ど
も

が
自

分
で

工
夫

し
て

い
け

る
環

境
づ

く
り

 

・
自

分
が

納
得

す
る

ま

で
や

っ
て

み
よ

う
と

す
る

思
い

を
大

切
に

す
る

 

・
子

ど
も

と
子

ど
も

の
か

け
は

し
に

な
る

こ
と

 

・
一

人
の

遊
び

を
周

り
の

友
達

に
知

ら
せ

る
き

っ

か
け

作
り

 

・
事

前
の

準
備

（
ど

こ
ま

で
準

備
す

の
か

も
ポ

イ
ン

ト
）

 ・
子

ど
も

を
見

守
る

（
じ

っ
く

り
と

）
 

・
興

味
・

関
心

を
広

げ
ら

れ

る
よ

う
な

か
か

わ
り

 

・
十

分
に

遊
べ

る
環

境
の

準
備

（
場

・
時

間
・

材

料
・

道
具

）
 

・
や

っ
て

み
た

く
な

る
よ

う

な
目

標
や

課
題

が
持

て
る

よ
う

な
刺

激
 

・
結

果
を

急
が

ず
、

何
度

も
挑

戦
で

き
る

機
会

の

保
障

を
す

る
 

・
何

に
楽

し
み

を
感

じ
て

い

る
の

か
を

知
る

こ
と

 

  ・
教

師
が

一
緒

に
遊

ん
で

あ
げ

る
（

思
い

っ
き

り
） 

・
明

日
へ

つ
な

が
る

よ
う

な
声

掛
け

 ・
子

ど
も

の
話

（
言

葉
）

を
よ

く
聞

く
 

・
そ

れ
ぞ

れ
の

子
ど

も
が

遊
び

の
中

で
楽

し
ん

で

い
る

こ
と

を
理

解
し

て

か
か

わ
る

 

・
子

ど
も

の
喜

び
を

一
緒

に
喜

び
、

満

足
感

・
自

己
肯

定

感
が

味
わ

え
る

よ

う
に

す
る

 

・
子

ど
も

と
一

緒
に

考
え

た
り

喜
ん

だ

り
す

る
 

・
子

ど
も

が
興

味
を

引
く

も
の

を
考

え
る

 
・

子
ど

も
の

や
り

た
い

こ
と

を

理
解

し
て

あ
げ

る
 

・
遊

び
の

空
間

を
整

え
る

 

・
子

ど
も

と
話

し
合

い
な

が
ら

 
遊

び
を

進
め

 
 

 
 

 
↓

 
 

そ
れ

ぞ
れ

が
思

い
や

考
え

を
出

し
合

 
い

、
ク

ラ
ス

皆
が

１
つ

の
も

の
を

作
 

り
上

げ
て

い
く

 

・
子

ど
も

が
す

ご
し

や
す

い
環

境
 ・
子

ど
も

の
発

想
を

認
め

、
考

え
る

、
工

夫
す

る
こ

と
の

楽

し
さ

を
味

あ
わ

せ
る

 

・
子

ど
も

に

寄
り

添
っ

て
遊

ぶ
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⑤の表を教育要領の５つの教師の役割からも分類してみました。⑥の表です。

どこに入れてよいのか微妙なものや分けきれないものがありましたが、表にし

たところ非常に「よりどころ」が支えになっていることに気づきました。教師

の役割の「よりどころ」は混ざって離れませんので別枠にして表してあります。

これを見てわかりように「よりどころ」がベースになっていると思うのです。 
⑤の表の「先生の姿勢」の中にもあったように、一人一人の個や一人一人の

良さを受け止めて保育の中に位置づけていく先生のかかわりが、クラス作りに

おいても切っても切り離せないものということをこの「よりどころ」が教えて

くれました。 
 
 
≪ここまで研究を進めてきて≫ 
 
 私たちは子どもの“やってみたい”という気持ちを大切にし、遊びの充実を

事例の中からキーワードを拾いながら見つめてきたことで、遊びの充実の中に

は子どもの心が動いている姿がたくさんあることに気づきました。子どもの「わ

くわく・ドキドキ」した心の揺れ動きがたくさん詰まっていました。そしてそ

こには、その子の世界が広がる瞬間がありました。混沌とした中を抜け出た時

に、学びがありました。新しい困難に向き合った時にドラマが生まれました。 
 これらを支えるためには、教師の多様なかかわりが大切であることも強く感

じました。“やってみたい”と思わせる魅力ある環境作りもその一つです。かか

わらずにはいられないような魅力ある環境を、子どもの動きを予想しながら教

師自身がわくわくしながら作ることができたなら、子どもにとっても教師にと

っても幸せなことではないかと思います。 
 もう一つはクラス作りです。クラスの中で温かい関係をどう育てるのか、子

どもと子どもをどう出合わせていくのか、どういう雰囲気を作っていくのか、

教師は常に温かなまなざしで子どもを見つめ、子どもの成長、それだけでなく

クラスの成長を長い目で考えていかなくてはなりません。育ち合う関係を大事

にすることが遊びの充実にとっても非常に大切なことだと思われます。 
 
 
 以上が現時点までの研究の経過です。 
 
 （実践学会で皆様からご教示いただき、メンバー５名で３月まで研究を積み

重ね、実のあるものにしてまいりたいと思います。） 
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